
城西国際大学水田記念図書館 

図書館だより  

110 年前の「教養の証」～『国史大辞典・初版』との出会い～ 

観光学部観光学科 佐滝 剛弘 

  

新たな大学の図書館を訪れるたびにその所在を探してしまう一組の辞書がある。1908年、明治41年刊

行の『国史大辞典』（吉川弘文館）の初版本である。大抵の公立図書館や大学図書館のレファレンスコーナ

ーには、戦後に出版された『国史大辞典』（全17巻）が置かれていて、日本史の研究者にはごく基本的な参

考図書だが、その初版となるとなかなかお目にかかることはできない。 

 この本と出逢うきっかけは、群馬県の老舗旅館の蔵に眠っていた『国史大辞典予約者芳名録』という小冊

子のコピーをいただき、芳名録に名を連ねた人々の軌跡を追うという調査を始めたことにさかのぼる。

2008年のことである。この芳名録は、日本で初の本格的な歴史辞典である『国史大辞典』の購入を書店な

どで「予約」した人のリストで、全部で1万を超す個人と法人の名前だけが都道府県ごとに列記されている

という、ある意味では無味乾燥きわまりない名簿である。   

しかし、つぶさに見ていくと著名な政治家や地方の名士の名前を見つけることができた。この予約者の素

性を全部掴めたら、明治後期の日本の教育事情や教養への渇望の一断面が浮かび上がるのではないか。それ

から5年を費やして、芳名録に載る名前を一人一人しらみつぶしに探り当てる愚直な作業を続けた。また並

行して日本にこの初版がどれくらい残っているか、全国の公立図書館と大学図書館を中心に本の所在を確認

し、所在がわかればその図書館に出向き、実物を見て蔵書印や受け入れ記録などから元の持ち主を確認、そ

の名前と芳名録を照合する作業も続け、個人宅も含めこの初版が300組近くも、100年以上眠り続けて今

に伝わっていることを突き止めた。 

この調査の成果は、『国史大辞典を予約した人々～百年の星霜を経た本をめぐる物語～』（勁草書房 

2013年）として発刊、大きな反響を得た。この調査の過程では様々な発見があったが、中でも多数の理系

の研究者がこの歴史辞典を予約していたという事実に興味をそそられた。天文学者や気象学者、医学者など

が、現代の金額に換算すると予約特価でも15万円ほどする歴史の辞典を購入したという事実は、当時の知

識層がいかに文理の壁を超えて、貪欲に知識を得ようとしていたかを物語っており、 

では現代の理系の学者はこうした辞典を買おうとするだろうかと考えてしまった。地 

理や歴史、哲学などの学問は、文系・理系の枠を超えた一種のリベラルアーツであっ 

た時代が日本にも存在していた、芳名録はその生き証人として老舗旅館の蔵から立ち 

現れたのかもしれない。 

なお、本学の図書館には、『国史大辞典』の戦後の版はあるが、初版の所蔵はOPA 

Cの検索では確認されていない。 
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いよいよ年末が近づき、今年を振り返り、来年の事を考える時期と

なりました。そこで「未来」について書かれている図書が紀尾井町に

どの位あるのか、図書館の HP で調べてみました。 

① 図書館 HP の JIUOPAC で検索窓に「未来」と入力 

② 検索結果左側の絞込項目で所蔵館「東京紀尾井町キャンパス」を

選択すると「470 件」がヒットしました。紀尾井町には 470 冊の未

来の何かについて書かれた、未来がキーワードとなる図書があること

がわかりました。さらに、未来と言っても何の未来について書かれた

図書なのかは、左側の絞込項目にある「件名/キーワード」でおよそわ

かります。ここから興味のある分野へ進むと、読みたい図書や気にな

る図書に出会えるかもしれません。 

このように、気になった言葉を JIUOPAC で調べるだけでも、新た

な発見に繋がり楽しいですよ。ぜひJIUOPACで遊んでみてください。 

 

◆ルーラル電子図書館◆ 

 

「食と農」をテーマにした農文協の出版物や動画などを、デジタル

データで検索、閲覧、利用することができます。身近なものを使った

門松づくりや、野菜を使ったジャムの作り方など、農事季節に合わせ

た話題や人気記事ランキングが、トップページに掲載されています。

ぜひ一度ご覧になってみてはいかがでしょうか。 

現在、ご自宅でも利用可能な「リモートアクセス用個別URL」の発

行をしております。利用の際は図書館へメールにて

（library@jiu.ac.jp）お申し込みください。 

★利用対象者は本学の学生、教職員です。 

 

  

図書館内に常設展示として「新聞書評」のコーナーを新設しました。書評

は、大学教員、作家、評論家など、熟練の読み手が執筆しており、本選びの

参考として大変役に立ちます。書評を読んで、面白い本を見つけてみません

か。「今、話題になっている本」や「おすすめの本」を随時紹介していきま

すので、ぜひ、お手に取ってご覧ください。 

また、「こんな本が紹介されていたので、図書館に置いてほしい」など、

ご希望がありましたら図書館までお知らせください。 

12 月といえば「クリスマス」が

頭に浮かぶほど、日本でも行事とし

て定着しています。図書館でもクリ

スマス関連図書の展示を行っていま

す。サンタクロースに関する本、雑

貨や料理の本なども充実していま

す。ぜひ図書館へ足をお運びくださ

い。 

 

 

 

 

 
 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、本学学生に限り、予約制の特別開館を行っております。 

12 月の開館については図書館ホームページをご確認ください。 

こちらの URL は、学内 IP 認証です。同時

アクセス数に上限があり繋がらないことも

あります。ご了承ください。 

書評コーナーを設置しました。 

クリスマス展示 

 

★紀尾井町キャンパス★ JIUOPAC で遊ぶ 

 

 


